
1981年 出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
四
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
五
月
を

一
九
八
二
年

（昭
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と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
£
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衡
跡

６
　
遠退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八

一
年
度
は
官
の
西
南
隅
地
域
調
査

（第
一一一四
次
）
に
お
い
て
木
簡
が

一

点
出
上
し
た
の
み
で
あ
る
。
当
地
域
は
官
の
西
面
大
垣
と
南
面
大
垣
の
接
続
部

を
含
む
場
所
で
、
面
積

一
四
六
二
ド
を
調
査
し
た
。
藤
原
官
時
代
の
遺
構
は
両

大
垣
の
他
、
西
面
内
濠
と
南
面
内
濠
の
接
続
部
、
西
面
外
濠

・
南
面
外
濠
等
で

あ
る
。
両
外
濠
の
接
続
部
分
は
民
家
が
あ
り
、
調
査
区
外
で
あ
る
。

西
面
大
垣
は
七
間
分

一
九
ｍ
、
南
面
大
垣
は
六
間
分

一
六
ｍ
検
出
し
、
柱
間

寸
法
は
二

・
七
ｍ
（九
尺
）
で
あ
る
。
内
濠
は
、
幅
は
一
・
八
ｉ
二

・
二
ｍ
、

深
さ
○

・
七
ｍ
で
北
流
し
、
堆
積
層
は
上

。
中

・
下
三
層
あ
り
、
上
層
か
ら
は

多
量
の
瓦
が
出
上
し
た
が
、
中

・
下
層
は
遺
物
が
少
な
い
。

外
濠
は
、
北
面
や
東
面
に
お
い
て
は
廃
都
と
共
に
埋
没
し
た
が
、
西
面

・
南

面
に
お
い
て
は
一
〇
世
紀
頃
ま
で
水
路
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
流
量
も
多
く
、

後
世
の
氾
濫
と
浸
蝕
に
よ
り
著
し
く
拡
大

・
変
形
し
て
い
る
。
西
面
外
濠
は
二

七
ｍ
分
を
検
出
し
た
が
、
幅

一
〇
ｍ
に
ま
で
な
る
個
所
が
あ
る
。
当
初
の
流
路

を
残
し
て
い
る
部
分
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
下
底
部
幅
は
五
ｍ
程
と
な
る
。
南
面

外
濠
は
二
〇
ｍ
分
を
検
出
し
、
溝
幅
は
東
端
で
六

・
二
ｍ
あ
る
が
、
溝
下
底
で

は
三
ｍ
の
当
初
の
流
路
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
西
半
も
二
次
的
に
溝
幅
が
広
が

り
、
北
岸
は
北
西
方
向
に
斜
行
し
て
西
面
外
濠

へ
向
う
。
深
さ
は
、
南
面
外
濠

で
一
ｍ
、
西
面
外
濠
の
南
端
は
一
・
三
ｍ
、
北
端
は
一
・
六
ｍ
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
西
流
し
、
北
流
す
る
。
西
面
外
濠
の
推
積
層
は
五
層
あ
り
、
底
か
ら
灰
色

′ミ
ラ
ス
、
灰
色
粘
土
Ⅲ
、
灰
色
砂
、
灰
色
粘
土
Ｉ
、
灰
色
粘
土
Ｉ
の
順
で
あ
る
。

最
下
層
の
灰
色
バ
ラ
ス
層
は
広
が

っ
た
溝
の
全
域
に
あ
り
、
藤
原
宮
期
か
ら
平

安
初
期
ま
で
の
遺
物
を
含
み
、
木
筒
も
こ
の
層
か
ら
出
土
し
た
。
最
上
層
か
ら

は
一
〇
世
紀
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
南
面
外
濠
の
堆
積
層
も
ほ
ば
同
様
で

あ
る
。
外
濠
か
ら
の
他
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
土
器

・
瓦
の
他
、
等
身
大
人

形
、
削
り
掛
け
、
陽
物
形
板
状
品
、
曲
物
、
槽
、
隆
平
永
宝
、
延
喜
通
宝
、
獣

骨
、
桃
核
等
の
自
然
遺
物
、
弥
生
時
代
の
土
器
、
釦
鏃
等
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

。
×
□
□

欲
□
く
□

×

〔年
と

。
×
五
□
八
月
十
九

×
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９
　
関
係
文
献

絵
触
躙
短
腋
　

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
１２
』
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（加
藤
　
優
）




